
 

発行日 

第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。 

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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ハイライト 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 

 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。 

 平素は社会医療法人有隣会東大阪病院の運営に多大なご協力とご

支援をいただき、心より御礼申し上げます。 

 当院は昨年3895台の救急車を受け入れ、地域の医療ニーズに対応し

てまいりました。今後も当院が急性期医療に注力し、治療後の患者さんを積極的に地域の先生方にご紹介

することで、地域全体でより質の高い医療を提供するための一翼を担ってまいります。 

本年も、地域住民の皆様の健康維持に貢献し地域医療の発展に尽力いたしますので、引き続きご指導ご鞭

撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

                                                                                           社会医療法人有隣会東大阪病院 院長 北野 均 

院長より新年のご挨拶 

   東大阪病院 院長 

 北野 均 

1．外科手術の受入推進 

 当院では時間外の緊急手術は行っておりませんが、早期の手術に対応しております。腹部症状の患者さ

んなどのご紹介に対して迅速な検査等で精査を行い、手術が必要な場合には当日も含め早急に手術を行う

ことで患者さんの早期治療と回復を目指します。 
 

〇外科で対応可能な手術と実績について 

 当院では2024年4月から、新しい診療体制による安全かつ質の高い外科手術を提供するため、腹腔鏡下

手術など低侵襲の手術方法を積極的に採用し、大腸がんに対する腹腔鏡手術にも対応しております。 

 また、ジオン（内痔核4段階注射法）などの日帰りで可能な手術や、鼠径ヘルニアに対するメッシュを

用いたクーゲル法、プラグ法など入院期間の短い手術も実施しています。 
 

 

【表：2024年4月以降の外科手術実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2．退院後のリハビリテーションにおける整形外科クリニックとの連携 

 当院では、患者さんの円滑な社会復帰を目指し、手術後の早期にリハビリテーション（以下、リハビ

リ）を開始し、回復の促進と後遺症のリスク低減に努めております。 

 

当院が2025年に推進する取組みのご紹介 

Vol.122 
Jan.2025 

手術名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

虫垂切除術 5 0 2 0 2 3 3 1 1 

胆のう摘出術 2 3 4 5 7 6 3 1 2 

鼠経ヘルニア手術 0 3 2 4 0 3 4 1 2 

大腸がん切除手術 0 1 1 1 1 1 1 3 0 

胃がん切除術 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

痔核手術 0 1 4 0 0 1 0 3 2 

計 7 8 13 10 10 14 11 9 8 
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直通TEL 06-6932-0369 直通FAX 06-6932-0086 東大阪病院 地域連携部 
【月曜日～金曜日】8：30～19：30 【土曜日】8：30～17：00 

◎ 第12回病診連携懇親会のご案内 
  

 日頃よりお世話になっております地域の先生方との交流の場として 

第12回病診連携懇親会を以下のとおり開催させていただきます。 

 当日は当院医師も多数参加し懇談の機会を持たせていただきます。 
 

  ・日時：2025年5月17日（土） 17：00～19：30 
 

  ・場所：帝国ホテル大阪  

      〒530-0042 大阪府大阪市北区天満橋1-8-50 
 

 ご多用とは存じますが、何卒ご出席賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 詳細につきましては、改めてご案内させていただきます。 

 退院後はご紹介元の整形外科クリニックでリハビリを継続していただきますが、紹介元のクリニックが

ない場合には、リハビリの頻度や期間、通院アクセスを含め、一人ひとりの生活環境などに合わせて最適

な方法を選んでいただけるように、下記のとおり患者さんにご案内しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

1．お近くのクリニックでの外来リハビリ 

 患者さんにとって通院が容易な環境で継続的なリハビリが可能ですので、お近くのクリニックにおける

外来リハビリをお勧めしています。（術後の整形外科の外来診察は当院にてフォローいたします） 

 当院から患者さんの病状や手術内容など必要な情報を提供し、リハビリの進捗状況について定期的に 

情報交換を行い、当院と地域の先生方との連携により最適なリハビリプランの提供を目指します。 

 

2．当院での外来リハビリ 

 当院のリハビリテーション科でも外来リハビリを受けることができますが、午前中のみとなっていま

す。症状が安定した後、より身近な環境でのリハビリを希望される場合は、地域の先生方への紹介をさせ

ていただきます。 
 

 地域の整形外科クリニックの先生方との連携により患者さんのより良い回復に繋がるように、当院の 

スタッフ一同が適切なサポートができるように努めてまいります。 
 

◎今後も地域連携だよりでは、東大阪病院における地域の先生方との連携および、患者さんが安心して 

 治療を受けられる環境づくりを目指す取り組みを紹介してまいります。 

手 術 退 院 

1.クリニックでリハビリ 

2.当院でリハビリ 

 

・通院アクセスを含めて地域の整形外科クリニックを案内し、退院前にリハビリを受ける医療機関を 

 患者さんに決めていただきます。 
 

・地域連携室から受入れの可否を確認し、速やかに診療情報提供書を作成いたします。 

患者さんへお近くの整形外科クリニックのご案内 


